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益　一哉さん
1954年，兵庫県出身。東京工業大学学長，工学博士。専門分野は電子デ
バイス，集積回路光学，ワイヤレス・センサ・ネットワークなど。1975年，
神戸市立工業高等専門学校卒業後，同年，東京工業大学に編入学。1982
年，同大学院博士後期課程修了，同年，東北大学助手，1993年に同大学
助教授，2000年に東京工業大学教授。2018年４月より現職。

東京工業大学学長

[写 真］     安岡　嘉

ます かずや

「世界最高峰の理工系総合大学」として
イノベーションを担う高度人材を育成する

[取材･文］   原　正紀
株式会社クオリティ・オブ・ライフ代表取締役，株式会社スマートバリュー（東証一部上場）社外取締役，キャリアコンサルタント協議会常務理
事・事務局長，高知大学客員教授・経営協議会委員，成城大学非常勤講師，中小企業診断士。早稲田大学卒業後，株式会社リクルートを経て起業
し，人材ソーシャルビジネスを展開。著書『定年後の仕事は40代で決めなさい』（徳間書店），『インタビューの教科書』（同友館）など多数。 6 企業診断　2021／12

原 ：まずは大学教育の現状を教えてください。

益 ：東工大の学生は約１万人で，半分が大学院生

です。９割の学生が大学院に進むことを念頭に

入学しています。本学では博士育成を充実させ

るために，研究に取り組みたいという意思を

持っている学生は，学士２年でも最先端の研究

に触れられるプログラムも行っています。

　 　科学技術の進化を促進するには，科学や技術

のことだけを考えるのではなく，人間そのもの

や社会への広い理解も欠かせません。そのため

にリベラルアーツ教育が重要です。本学では戦

後早くからリベラルアーツ教育を重視してきま

した。多くの大学では教養教育は学士課程だけ

で行っていますが，本学では博士後期課程まで

やっています。

原 ：高度人材不足はビジネス界でもよく話題にな

りますが，なぜ，なかなか進まないのでしょう。

益 ：社会的に高度教育への理解がまだまだ足りず，

企業も高度人材の活用が十分にできていないか

らでしょうね。大学側や公共側の努力も足りな

いかもしれません。たとえば，官公庁には博士

の学位を持った人がとても少ない。高度人材育

成の議論を行う側に，博士が極めて少ないとい

う事実が象徴的だと思います。

　 　大学側でも，産業界で活躍できる高度人材を

増やしているところです。よく博士は「専門バ

カ」と揶揄されて使いづらいと思われています

が，今の博士後期課程ではリベラルアーツやリ

ーダーシップ，アントレプレナーシップ教育な

ども行っており，幅広い教養を持って活躍でき

る人材を育てています。

原 ：「教育改革，研究改革，ガバナンス改革」とい

う３つの改革に取り組んでいるそうですね。

益 ：教育改革については，主に再編成に取り組ん

できました。2016年に学部と大学院を統合・再

編成して「学院」を創設し，学士課程から大学

日本の科学技術を担う教育研究機関の一つ，東京工業大学。その経営につ
いては，かねてから関心を持っていた。高度人材育成への教育，すぐれた研究のあり
方，イノベーションの創出，産学連携の推進など興味は尽きない。「世界最高峰の理
工系総合大学の実現」を掲げるトップに話を聞いた。
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